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伝
統
の
継
承

　

明
治
24
年
、
桐
の
材
木
屋
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
『
家
具
の
あ
づ
ま
』(

紀
の

川
市
名
手
市
場)

。
県
の
１
０
０
年
企
業

に
も
認
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
会
社
で
す
。

五
代
目
と
な
る
代
表
の
東
福
太
郎
さ
ん

に
「
桐
」
の
魅
力
、
伝
統
の
継
承
と
新

し
い
ニ
ー
ズ
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
家
業
を
継
い
で
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
き
っ
か
け
は
。

　

桐
箪た
ん
す笥
職
人
の
家
に
生
ま
れ
た
の
で
、

子
ど
も
な
り
に
家
族
が
喜
ぶ
と
思
っ
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
将
来
の
夢
に
は
「
世

界
一
の
桐
箪
笥
屋
」
と
書
き
ま
し
た
。

で
も
大
学
へ
進
学
し
、
車
や
音
楽
に
熱

中
し
て
、
伝
統
工
芸
か
ら
は
遠
ざ
か
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
仲
の
良
か
っ
た
料
理
人

か
ら
、「
今
ま
で
親
や
先
代
が
培
っ
て
き

た
こ
と
、
自
分
の
中
に
あ
る
記
憶
、
色
々

考
え
た
と
き
に
、
お
前
は
後
悔
し
な
い

か
？
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
凄
く
響
き

ま
し
た
。
よ
く
工
場
で
丸
太
の
上
に
登
っ

て
遊
ん
だ
り
し
た
光
景
が
頭
に
浮
か
び
、

僕
の
代
で
終
わ
ら
せ
た
ら
駄
目
だ
と
思

い
ま
し
た
。

家族を“見守る”
～ 家 具 の あ づ ま で 出 会 う 「 桐 」 の 魅 力 ～

＃家具のあづま×広報委員会

　

歴
史
は
一
本
の
線
に
な
っ
て
い
る
け

ど
、「
人
」
と
い
う
点
が
集
ま
っ
て
一
つ

の
線
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
の
点
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
そ
の

線
が
繋
が
る
こ
と
は
な
い
と
、
大
学
卒

業
後
に
本
気
で
家
を
継
ぎ
た
い
意
志
を

父
に
伝
え
、
京
都
で
伝
統
工
芸
に
つ
い

て
学
び
直
し
、
モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
に

入
り
ま
し
た
。

「
桐
」
の
魅
力

―
―
桐
は
縁
起
の
良
い
木
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
。

　

桐
の
木
は
、
鳳
凰
が
舞
い
降
り
る
木

と
し
て
、
古
来
か
ら
願
い
が
叶
う
と
さ

れ
、
高
貴
で
高
級
な
木
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
空
気
の
層
が
多
い
こ
と
か
ら
非

常
に
軽
く
、
防
湿
効
果
が
高
い
の
も
特 受け継がれた桐たんす
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徴
で
す
。
桐
箱
の
丈
夫
さ
を
物
語
る
例

と
し
て
、「
桐
の
箱
を
落
と
し
て
も
中
の

茶
碗
は
割
れ
な
い
」
と
言
い
伝
え
が
あ

る
ほ
ど
で
、
導
管
が
大
き
く
ス
ポ
ン
ジ

の
よ
う
な
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
箱

の
中
身
を
守
る
そ
の
様
は
、
身
を
挺
し

て
子
ど
も
を
守
る
母
親
の
よ
う
で
す
。

進
化
を
続
け
る

モ
ノ
づ
く
り
へ
の
想
い

―
―
伝
統
と
経
営
の
両
立
で
苦
労
さ
れ

た
の
で
は
。

　

伝
統
工
芸
品
で
も
あ
る
桐
箪
笥
は
、

時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
減
っ

て
き
て
い
た
な
か
、「
東
京
に
行
け
ば
桐

箪
笥
は
売
れ
る
」
と
知
人
に
言
わ
れ
、

疑
問
を
持
ち
な
が
ら
も
東
京
に
出
向
い

た
と
こ
ろ
、
目
に
し
た
の
は
催
事
の
最

終
日
に
桐
箪
笥
が
安
価
で
売
ら
れ
る
光

景
で
し
た
。
そ
の
後
、
何
か
ヒ
ン
ト
は

な
い
か
と
東
京
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
回
り
続
け
、
自
分
の
身
近
に
あ
る
上

質
な
桐
の
材
木
に
新
た
な
可
能
性
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
生
活
雑
貨
で
し

た
。
驚
く
ほ
ど
薄
く
な
め
ら
か
な
触
り

心
地
の
グ
ラ
ス
な
ど
は
、
伝
統
技
術
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
技
が
活
か
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
桐
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｍミ
Ｅ　

Ｍ
マ

モ

ル

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
桐
箪
笥
が
形
を
変
え

て
た
く
さ
ん
の
人
の
手
に
届
く
よ
う
前

向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

桐
箪
笥
メ
ー
カ
ー
と
、雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
、

両
方
や
っ
て
い
る
と
大
変
だ
け
ど
、
両
方

や
っ
て
い
る
か
ら
転
換
で
き
ま
し
た
。

技
術
力
の
秘
密

―
―
最
後
の
仕
上
げ
は
人
の
手
で
す
か
。

　
「
あ
づ
ま
」
の
品
質
を
支
え
る
の
は
、

や
は
り
人
で
す
ね
。
最
後
は
必
ず
職
人

の
手
仕
事
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ま
す
。
桐

箪
笥
の
制
作
に
お
い
て
も
、
木
材
の
目

利
き
か
ら
仕
上
げ
ま
で
す
べ
て
の
工
程

を
私
を
中
心
に
、
令
和
４
年
２
月
に
伝

統
工
芸
士
（
塗
装
部
門
）
を
取
得
し
た

妻
（
ち
あ
き
さ
ん
）
を
含
む
「
あ
づ
ま
」

の
職
人
達
が
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
る
逸
品

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

に
出
店
し
た
と
い
う
こ
の
グ
ラ
ス
は
、

伝
統
工
芸
品
が
売
れ
な
い
と
言
わ
れ
る

な
か
開
始
７
時
間
で
目
標
の
１
０
０
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
東
さ
ん
は
「LEXU

S N
EW

 TA
KU

M
I  

P
R

O
JEC

T

」
の
２
０
１
７
年
和
歌
山

県
代
表
に
も
選
出
さ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ

で
あ
る
小
山
薫
堂
の
注
目
の
匠
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
加
熱
式
た
ば
こ
で
有
名
な

「
ア
イ
コ
ス
」
の
世
界
初M

a
ke

rs 
G

a
lle

ry
 P

ro
je

c
t

「F
u

ku
ta

ro 
A

zum
a For IQ

O
S

」
に
て
桐
の
オ
ブ

ジ
ェ
「
Ｈホ

ウ
Ｏ
Ｕ

－

Ｏオ
ウＵ 

進
化
と
再
生
」

を
製
作
し
、
東
さ
ん
ご
本
人
が
Ｐ
Ｖ
に

も
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

挑
戦
を
続
け
る
東
さ
ん
の
姿
勢
や
功

績
、
そ
し
て
「
あ
づ
ま
」
の
作
る
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
通
じ
て
「
桐
」
の
魅
力
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
た
た
く
さ
ん
の
人
々

の
存
在
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
坂
本
・
大
谷
）

思いを込めて

桐のビア杯

桐のオブジェ「HOU-OU 進化と再生」
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●
第
４
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

22
日
間 

12
月
２
日
～
12
月
23
日

・
一
般
質
問　

10
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
入
れ
体
制
を
強
化

１◎
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
事
業
（
歳
入
２
億
円
）

（
歳
出
１
億
２
７
６
万
５
千
円
）

　

寄
付
金
受
入
れ
額
が
前
年
度
同
時
期
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
返
礼
品
の
贈
呈
に
か
か
る
経
費
や
事
務
経
費
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
協
力
員
の
報
償
費
の
内
容
は
。

Ａ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
の
業
務
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
８
名
雇
用
す
る
予
定

で
す
。
１
月
末
ま
で
の
12
日
間
、
計

52
万
８
千
円
の
費
用
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
役
務
費
の
内
容
は
。

Ａ
ア
ル
バ
イ
ト
の
災
害
総
合
保
険
料
で

す
。

Ｑ
令
和
４
年
度
中
の
寄
付
金
の
見
込
み

額
は
ど
れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
ま

す
か
。

Ａ
約
12
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

６件に
注目！

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
専
決
処
分
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
条
例
の
制
定
・
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

　

・
令
和
４
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件
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も
っ
と
処
遇
改
善
を

２

用
地
契
約
進
行
中

３◎
新
事
業
用
団
地
造
成
事
業
（
６
８
０
０
万
円
）

　

曽
山
地
区
で
の
用
地
の
造
成
に
つ
い
て
、
用
地
取
得
に
か
か
る
物
件
補

償
額
を
増
額
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事
業（
１
１
４
２
万
５
千
円
）

　

市
内
の
私
立
教
育
・
保
育
施
設
に
つ
い
て
、
公
定
価
格
の
改
定
や
入
所

し
て
い
る
児
童
の
増
減
に
伴
う
給
付
費
を
増
額
し
ま
す
。

（
国
１
／
２
・
県
１
／
４
負
担
）　

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
６
月
の
補
正
で
５
８
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
、
今
回
６
８
０
０
万
円
の
補

正
の
理
由
は
。

Ａ
６
月
の
補
正
は
早
期
に
用
地
交
渉
を

始
め
た
く
、
部
分
的
な
予
算
計
上
で

あ
っ
た
が
、
今
回
、
未
算
定
で
あ
っ

た
物
件
補
償
の
算
定
も
完
了
し
、
そ

の
差
額
分
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
令
和
４
年
度
内
を
目
途
に
用
地
等
補

償
契
約
を
行
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

に
は
現
地
調
査
及
び
基
本
設
計
、
実

施
設
計
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
に
は
造
成
工
事
を
行
い
、
完
成

は
令
和
８
年
度
末
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ
毎
年
行
わ
れ
る
公
定
価
格
の
増
減
と

園
児
数
の
増
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
昨
年
度
の
２
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
保
育
士
の
処
遇

改
善
の
加
算
分
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
保
育
士
の
充
足
率
は
。

Ａ
保
育
士
は
園
児
数
に
応
じ
て
決
ま
り

が
あ
る
の
で
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は

満
た
し
て
い
ま
す
。

造成予定地
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き
の
か
わ
春
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４◎
観
光
振
興
事
業
（
１
４
４
万
４
千
円
）

◎
き
の
か
わ
春
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

（
債
務
負
担
行
為
補
正　

１
８
０
万
円
）

　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
わ
た
る
事
業
で
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
宿
泊
施
設
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
市
外
在
住
者
を
対
象
に
１
６
０

人
を
無
料
宿
泊
招
待
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
具
体
的
に
は
。

Ａ
当
選
者
１
６
０
人
に
無
料
宿
泊
券
を

出
す
と
い
う
こ
と
で
、
京
阪
神
地

方
及
び
奈
良
地
方
に
合
計
１
０
０
万

部
の
折
り
込
み
を
ポ
ス
ト
イ
ン
し
ま

す
。

Ｑ
本
市
の
Ｐ
Ｒ
は
。

Ａ
折
り
込
み
の
募
集
方
法
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
簡
単
に
で
き
、
ま
た
当

市
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
誘
導
す
る
た

め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
も
載
せ
る
予

定
で
す
の
で
、
当
市
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は

か
な
り
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

紀の川市産のフルーツ

つ
い
に
建
替
え
へ
！

５◎
田
中
小
学
校
改
築
工
事
設
計
委
託

（
債
務
負
担
行
為
補
正　

１
億
１
５
３
０
万
円
）

　

田
中
小
学
校
区
内
で
の
住
宅
開
発
が
多
く
、
児
童
数
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
進
め
ま
す
。
全
体
の
工
事
費
は
約

39
億
円
で
検
討
中
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
予
定
し
て
い
る
改
築
工
事
の
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
全
て
建

替
え
と
な
り
ま
す
。
工
事
期
間
は

令
和
６
年
度
か
ら
５
か
年
の
予
定
で

す
。
現
敷
地
を
使
い
な
が
ら
の
改
築

と
な
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
を
考
え
、
順
を
追
っ
て
工
事
を
進

め
る
予
定
で
す
。

Ｑ
校
舎
の
広
さ
や
教
室
数
は
。

Ａ
現
状
は
約
５
０
０
０
㎡
で
す
が
、
新

校
舎
は
６
０
０
０
㎡
程
度
で
考
え
て

い
ま
す
。
教
室
数
も
増
や
す
予
定
で

す
。

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て
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お詫びと訂正お詫びと訂正
令和4年11月1日発行の議会だより第６３号の記事に以下のとおり誤りがありました。お詫びして訂正
いたします。

・６ページ
（正）

公営企業会計 水道事業会計 工業用水道事業会計 下水道事業会計

収益的収入 19 億 2,087 万   348 円 1 億 1,171 万 5,718 円 7 億 4,050 万 1,333 円

収益的支出 16 億 2,449 万 4,134 円 9,653 万 3,512 円 ７億 1,725 万 5,907 円

資本的収入 4 億 1,863 万   711 円 0 円 9 億 1,023 万     90 円

資本的支出 10 億 1,695 万 4,156 円 1,119 万 8,196 円 14 億 1,523 万 2,168 円

（誤）

公営企業会計 水道事業会計 工業用水道事業会計 下水道事業会計

収益的収入 38 億 4,174 万   696 円 2 億２,343 万１,436 円 14 億８,100 万２,666 円

収益的支出 32 億４,898 万８,268 円 1 億９,306 万７,024 円 14 億３,451 万１,814 円

資本的収入 ８億３,726 万１,422 円 ０円 18 億２,046 万   180 円

資本的支出 20 億３,390 万８,312 円 ２,239 万６,392 円 28 億３,046 万４,336 円

・９ページ
（正）◎運動公園管理運営事業
（誤）◎ ICT 運動公園管理運営事業

・１１ページ
（正）◎一般会計決算に対する討論
（誤）◎一般会計予算案に対する討論

外
国
人
講
師　

確
保
！

６◎
英
語
講
師
派
遣
委
託
（
債
務
負
担
行
為
補
正　

１
０
８
０
万
円
）

　

例
年
、
２
学
期
か
ら
各
学
校
に
派
遣
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
能
力

や
授
業
力
の
高
い
講
師
を
複
数
人
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
児
童
生
徒
の
外
国
語
教
育
の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か

ら
講
師
を
２
名
に
増
や
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
４
月
か
ら
１
年
間
で
、
何
回
来
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
現
状
は
各
学
級
に
２
カ
月
に
１
回
、 　

年
間
３
回
程
度
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
年
間
10
回
か
ら
12

回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
議
案
第
１
２
５
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

外国人講師による授業
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中村　まき　議員（日本共産党）
◎地域公共交通と交通権を保障するため

に

川原　一泰　議員（清流会）
◎本市の発展的方向性を問う

大田　裕之　議員（わかばクラブ）
◎コミュニティバスのバス停標識を活用し

た、まちのにぎわい創出と今後のコミュ
ニティバスの運用は

・職員提案制度の取組み状況は

舩木　孝明　議員（わかばクラブ）
◎本市の持続的農業振興の取り組みは

大谷　さつき　議員（公明党）
◎児童生徒のタブレット端末の利活用と電

子図書館の開設を

いっぱん質問いっぱん質問
一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状況
や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

木村　芳友　議員（わかばクラブ）
◎市民と行政の叡智を集めてなだらかな人口

減少を
・市民サービスの向上を

並松　八重　議員（公明党）
◎だれもが利用しやすいトイレ環境の整備

を

坂本　佳隆　議員（わかばクラブ）
◎自転車活用をキーワードとした街づくり
・紀の川市名誉市民条例

門　眞一郎　議員（日本共産党）
・ 自衛隊への適齢者個人情報の提供に関し

て。
◎旧統一教会（世界平和統一家庭連合）な

どの団体へのかかわりは。

石井　仁　議員（日本共産党）
◎「インボイス」から地元事業者を守ろう
・ はっさくを原料にしたオーラプテンの商品

化を
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Ｑ　
運
転
免
許
証
返
納
後
の
課
題
に
移

動
手
段
が
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ

る
。

　
　

 

令
和
３
年
10
月
、
巡
回
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
利
用
状
況

や
利
用
者
の
声
は
。

Ａ　
利
用
者
数
は
、
路
線
・
ダ
イ
ヤ
改
正

の
あ
っ
た
コ
ー
ス
で
、
約
92
％
（
前
年

比
）。
利
用
者
の
声
は
「
子
供
が
一
人

で
塾
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
乗

り
継
ぎ
が
発
生
し
、
不
便
に
な
っ
た
」

「
便
数
が
少
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
本
市
の
考
え
る
公
共
交
通
と
は
。

Ａ　
地
域
公
共
交
通
が
、
お
で
か
け
や
交

流
の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
、
大
切

な
担
い
手
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　
ど
ん
な
形
で
持
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
公
共
交
通
を
利
用
し
て
、
行
き
帰
っ

て
こ
ら
れ
る
の
が
理
想
だ
が
、難
し
い
。

利
用
者
の
困
り
ご
と
を
解
消
し
、
新
規

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　
「
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
」「
免
許
証

返
納
後
が
心
配
」
な
ど
移
動
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
声
を
聞
い
て
い
る
。
現
状

の
公
共
交
通
で
は
、
市
内
で
さ
え
お
で

か
け
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

Ａ　
市
民
が
ど
こ
に
い
よ
う
が
、
交
通
権

は
守
ら
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
る
。
大
変

必
要
と
す
る
方
も
い
る
と
思
う
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
も

移
動
に
困
ら
な
い
ま
ち
に

Ｑ　
紀
の
川
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
紀
の
川
市

の
北
玄
関
口
に
な
る
重
要
地
点
に
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
開
発
を
考
え
て
い
る

か
。

Ａ　
紀
の
川
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
利

用
が
本
市
の
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
大
き
く
左
右
す
る
な
か

で
、
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
構
想
実

現
に
向
け
た
呼
び
水
と
な
る
こ
と
を
見

据
え
た
開
発
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の

た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
意
向

調
査
を
踏
ま
え
、
先
行
し
て
い
る
曽
山

地
区
と
の
経
済
循
環
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
地
域
経
済
が
潤
う
魅
力
あ
る
企

業
の
呼
び
込
み
、
産
業
の
集
積
化
と
商

業
開
発
を
検
討
し
、
紀
の
川
市
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
導
い
て

い
き
た
い
。

Ｑ　
企
業
誘
致
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
令
和
５
年
度
は
現
地
測
量
、
調
査
及

び
造
成
に
か
か
る
実
施
設
計
業
務
を
実

施
す
る
。
事
業
団
地
に
誘
致
す
る
企
業

へ
の
誘
致
活
動
を
「
紀
の
川
Ｉ
Ｃ
周
辺

土
地
利
用
構
想
」
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
開
始
し
、
造
成
工
事
の
完
成

を
令
和
８
年
度
を
目
標
と
し
た
い
。

Ｑ　
下
井
阪
か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
前
信
号

ま
で
と
、
そ
の
信
号
か
ら
北
向
四
車
線

道
路
周
辺
の
開
発
は
。

Ａ　
商
業
施
設
や
自
動
車
関
連
施
設
な
ど

の
立
地
を
許
容
し
、
ま
た
企
業
誘
致
や

公
共
公
益
施
設
の
整
備
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
と
調
和
し
た
住
居

や
環
境
の
保
護
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

 

こ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
、　

誘
導
す

べ
き
市
街
地
の
将
来
像
を
明
確
に
し
、

住
宅
系
用
途
地
域
を
適
切
に
選
定
す

る
。

紀
の
川
市
の
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
構
想
を

見
据
え
た
発
展
的
方
向
性
は

ラッピングされた巡回バス

京奈和関空連絡道路構想の実現へ

中村　まき

川原　一泰
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Ｑ　
市
の
巡
回
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
バ
ス
停
は
延
べ
３
２
９
ヶ
所
あ
る
。

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
と
合
わ
せ
て
、
バ

ス
停
標
識
の
刷
新
を
行
い
、
さ
ら
な
る

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
は
。

Ａ　
現
在
、
バ
ス
停
に
イ
ラ
ス
ト
を
施
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
も
こ
の
よ
う
に
、
市
民
参
画
の
方

法
を
考
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
閉
店
し
た
オ
ー
ク
ワ
桃
山
店
前
の
バ

ス
停
が
残
っ
た
ま
ま
や
、
市
民
が
集
う

施
設
と
銘
打
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
、

市
民
公
園
に
は
バ
ス
停
は
な
い
。

　
　

 

他
に
は
、
和
歌
山
県
立
高
等
看
護
学

院
の
生
徒
た
ち
は
、
授
業
終
了
後
、
バ

ス
と
の
接
続
が
悪
く
、
名
手
駅
ま
で
徒

歩
で
通
学
し
て
い
る
姿
も
多
数
見
受
け

ら
れ
る
。

　
　

 

ま
た
、
橋
本
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
ル
ー

ト
イ
ン
橋
本
前
に
は
バ
ス
停
が
あ
る
が
、

先
日
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ

ン
紀
の
川
に
は
な
い
。
今
後
の
巡
回
バ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
見
直

Ｑ　
農
家
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
で
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
が
、
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
本
市
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の
取

り
組
み
と
し
て
、
新
規
就
農
を
希
望
す

る
人
を
市
内
外
か
ら
受
け
入
れ
、
研
修

か
ら
就
農
ま
で
支
援
す
る
事
業
や
、
親

元
就
農
助
成
金
な
ど
を
創
設
し
、
担
い

手
農
業
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　
　

 

農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
に
基
づ

き
、
年
１
回
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
昨

年
度
で
は
約
１
５
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊

休
農
地
を
確
認
し
、
農
地
貸
し
借
り
事

業
の
中
間
管
理
事
業
の
利
用
を
推
進
し

て
い
る
。

Ｑ　
世
界
情
勢
や
円
安
で
農
薬
肥
料
価
格

が
上
昇
し
て
い
る
が
、
市
の
対
策
は
。

Ａ　
農
業
で
使
用
す
る
灯
油
や
重
油
の
購

入
経
費
を
、
国
・
県
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ

補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
支
援
し
て

い
る
。 

Ｑ　
本
市
の
果
樹
生
産
を
生
か
し
、
持
続

的
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

農
学
部
の
新
設
な
ど
、
今
後
の
取
り
組

し
は
。

Ａ　
試
行
運
行
期
間
で
あ
る
令
和
５
年
９

月
ま
で
は
、
利
用
者
は
じ
め
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
積
極
的
に
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

 

「
多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」

「
拠
点
間
運
行
の
多
頻
度
化
」「
交
通

拠
点
の
整
備
」
な
ど
を
改
正
の
視
点
に

お
い
て
、
路
線
・
ダ
イ
ヤ
を
再
編
し
、

令
和
６
年
10
月
予
定
の
本
格
運
行
を
め

ざ
す
。

み
は
。 

Ａ　
持
続
的
な
農
業
振
興
を
は
か
っ
て

い
く
に
は
、
就
農
者
の
増
加
の
取
り
組

み
、
新
規
就
農
、
親
元
就
農
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

 

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
が
農
業
を
営

み
、
移
住
や
定
住
を
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
よ
り
、
発
展
の
一
役
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。
国
が
推
進
し

て
い
る
地
方
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
も
注
視
し

な
が
ら
、
農
学
部
の
誘
致
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

バ
ス
停
標
識
の
刷
新
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
創
出
を
！

今
後
の
持
続
的
な
農
業
経
営
の
取
り
組
み
は

大田　裕之

舩木　孝明

劣化したバス停標識

耕作放棄地の現状
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Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
様
式
は
大
き

く
変
化
し
、
自
粛
生
活
の
な
か
、
読
書

を
再
開
し
た
人
も
多
い
。
特
に
電
子
書

籍
が
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
本

市
の
市
立
図
書
館
や
学
校
図
書
館
は
ど

こ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
の

か
。

Ａ　
市
立
図
書
館
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
い
る
。
電
子
書
籍
の
一
つ
で
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
だ
け

で
は
な
く
、
聴
き
な
が
ら
読
書
が
楽
し

め
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
　

 

学
校
図
書
館
は
、
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
資
料
や
貸
出
状

況
な
ど
が
検
索
で
き
る
機
能
で
あ
る
ポ

ケ
ッ
ト
図
書
館
を
今
年
の
２
学
期
か
ら

導
入
し
て
い
る
。

Ｑ　
学
校
図
書
館
で
の
１
人
当
た
り
の
年

間
平
均
貸
出
数
の
推
移
は
。

Ａ　
令
和
元
年
度
は
30
冊
、
２
年
度
は
26
．

４
冊
、
３
年
度
は
33
．
６
冊
で
、
全
国

の
学
校
が
一
斉
に
臨
時
休
業
と
な
っ
た

令
和
２
年
度
を
除
き
、
少
し
ず
つ
増
え

Ｑ　
人
口
減
少
に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ　
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
と
地
域
経
済

の
好
循
環
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
検

討
す
る
た
め
、
地
域
商
社
設
立
の
検
討

と
と
も
に
、
多
様
な
事
業
者
が
連
携
す

る
こ
と
で
地
域
全
体
の
稼
ぐ
力
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。

　
　

 

ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
支
援
と

し
て
、
加
工
商
品
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
の

事
業
の
実
施
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品

化
に
向
け
て
６
次
産
業
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

Ｑ　
移
住
・
定
住
の
た
め
に
多
く
の
住
宅

環
境
の
提
供
を
。

Ａ　
宅
地
造
成
事
業
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
る
事
業
リ
ス
ク
が
相

対
的
に
高
い
事
業
で
あ
り
、
実
施
す
る

際
に
は
、
財
政
負
担
リ
ス
ク
を
厳
格
か

つ
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
　

 
市
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と

は
、
完
売
ま
で
の
維
持
管
理
費
が
大
き

く
困
難
で
あ
る
た
め
、
民
間
企
業
が
宅

地
開
発
を
進
め
や
す
い
施
策
を
検
討
し

て
い
る
。

Ｑ　
電
子
図
書
館
を
開
設
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
す
れ
ば
、
３
６
５
日
、

24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
、
借

り
ら
れ
る
。
紙
の
書
籍
と
電
子
書
籍
の

良
い
と
こ
ろ
を
活
用
し
て
は
。

Ａ　
市
立
図
書
館
と
の
連
携
を
さ
ら
に
進

め
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
好
き

な
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

て
い
き
た
い
。

Ｑ　
人
口
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
各
部
門

の
更
な
る
連
携
を
。

Ａ　
人
口
減
少
か
ら
の
脱
却
と
目
標
人
口

の
達
成
の
た
め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
定
を
考
え
て
い
る
。
進
め
る
に
あ

た
り
、
横
断
と
連
携
に
よ
る
大
き
な
流

れ
を
つ
く
り
あ
げ
、
達
成
に
向
け
て
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。

電
子
書
籍
を
活
用
し
た
読
書
推
進
を

叡
智
を
出
し
合
っ
て
人
口
減
少
に
ス
ト
ッ
プ
を

大谷　さつき

木村　芳友

電子書籍を読んでみよう ‼
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Ｑ　
改
正
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、

「
車
い
す
使
用
者
用
便
房
」
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
多
目
的
ト
イ
レ
内

の
機
能
も
オ※

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
、
大
人

も
乳
幼
児
も
利
用
で
き
る
シ
ー
ト
の
設

置
な
ど
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

公
共
施
設
に
あ
る
多
目
的
ト
イ
レ
は
機

能
に
差
が
あ
り
改
善
す
べ
き
所
が
あ
る
。

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
環
境

に
つ
い
て
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

Ａ　
建
築
年
度
に
よ
っ
て
整
備
基
準
が
異

な
る
た
め
多
目
的
ト
イ
レ
の
機
能
に
差

が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
長
寿
命

化
改
修
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
順
次
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

　
　

 

利
用
者
の
多
い
都
市
公
園
の
ト
イ
レ

全
て
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
こ
と

で
今
後
、
必
要
な
改
修
・
新
設
が
可
能

に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

 

施
設
の
劣
化
状
況
、
使
用
状
況
、
財

政
状
況
に
応
じ
て
大
規
模
改
修
な
ど
を

行
う
際
に
は
、
現
行
の
整
備
基
準
に
適

合
し
た
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

Ｑ　
男
性
で
は
加
齢
や
病
気
の
た
め
に
排

Ｑ　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
起
点
に
し
た
ツ
ア

ー
を
企
画
し
観
光
客
を
誘
致
し
て
は
。

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
旅
行
者
の
志
向
は
「
少
人
数
で
の

旅
行
」「
都
市
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
の
旅

行
」「
自
然
の
中
を
楽
し
む
旅
行
」
へ
と

シ
フ
ト
し
た
。
本
市
に
は
自
然
が
豊
富

に
あ
り
、
体
験
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
体
験
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
旅
行
者
誘
致
に
貢
献
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
起
点
と

し
た
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
に
つ
い
て

は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
観
光
協
会
な
ど
の
協
力

を
得
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　
紀
の
川
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を

策
定
し
て
は
。

Ａ　
市
町
村
自
転
車
活
用
推
進
計
画
は
、

国
や
県
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
勘

案
し
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
の
実
情

に
応
じ
た
自
転
車
の
活
用
推
進
に
関
す

る
施
策
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
自
転

車
の
活
用
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
、

災
害
時
に
お
け
る
交
通
機
能
の
維
持
、

健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に

尿
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
り
、

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
方
が
増
え
て
い
る
。
公
共
施
設

か
ら
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
（
汚
物
入
れ
）
を
設
置
し
て
は
。

Ａ　
和
歌
山
県
健
康
局
健
康
推
進
課
か
ら
、

男
性
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

設
置
に
つ
い
て
県
庁
舎
内
の
一
部
で
進

め
て
お
り
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
通

知
が
あ
っ
た
。
公
共
施
設
を
管
理
す
る

部
署
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

し
て
お
り
、
庁
内
で
推
進
を
は
か
る
う

え
で
、
司
令
塔
を
定
め
、
事
業
を
横
串

し
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
、
計
画
策
定
担
当
部
署
を
は

じ
め
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
王
国
わ
か
や
ま
」

の
一
翼
を
こ
の
本
市
が
担
う
べ
き
で
は
。

Ａ　
市
で
も
、
自
転
車
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
進
め
、
域
内
交
流
の
推
進
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
事

業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

利
用
者
に
や
さ
し
い
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
を

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

本庁舎２階　多目的トイレの標示 並松　八重

坂本　佳隆

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は

　

様
々
な
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
、

排
泄
の
た
め
の
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
を
造
設
し
た
人
の
こ
と
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Ｑ　
旧
統
一
協
会
の
関
連
団
体
が
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、
国
会
議
員
や
地

方
議
員
が
参
加
し
た
り
、
地
方
自
治
体

が
後
援
名
義
を
与
え
る
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
旧
統
一
協
会
は
、
単
な

る
宗
教
団
体
で
は
な
く
、
霊
感
商
法
や

高
額
献
金
強
要
を
繰
り
返
し
て
き
た
反

社
会
的
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
。

　
　

 

７
月
の
安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
以

来
、
全
国
的
に
旧
統
一
協
会
と
行
政
と

の
か
か
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

こ
れ
ま
で
、
市
の
相
談
窓
口
で
旧
統

一
協
会
に
関
す
る
被
害
の
相
談
は
。

Ａ　
令
和
２
年
１
月
に
１
件
の
相
談
が
あ

っ
た
が
、実
質
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　
市
の
施
設
の
貸
し
出
し
、
講
座
や
講

演
会
の
講
師
の
選
定
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

後
援
依
頼
な
ど
に
は
、
十
分
な
チ
ェ
ッ

ク
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ　
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
講
師

本
人
が
ど
ん
な
団
体
と
関
係
が
あ
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
し
て
い
る
の

か
調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

施
設
の
貸
し
出
し
は
団
体
規
約
な
ど
を

確
認
し
、
条
例
に
基
づ
き
決
定
し
て
い

Ｑ　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
よ
る
地
域
経
済

へ
の
影
響
と
対
応
は
。

Ａ　
影
響
は
、現
時
点
で
は
見
通
せ
な
い
。

　
　

 

粉
河
税
務
署
主
催
の
説
明
会
の
周
知

や
事
業
所
へ
の
メ
ー
ル
配
信
で
啓
発
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
導
入
時
に
活
用
で

き
る
国
な
ど
の
補
助
金
を
案
内
す
る
な

ど
、
市
内
事
業
者
に
で
き
る
だ
け
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　
市
の
行
う
工
事
や
物
品
調
達
な
ど
の

官
公
需
は
、
今
ま
で
通
り
免
税
業
者
で

も
発
注
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
本
市
が
行
う
入
札
・
契
約
業
務
は
、

事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

参
加
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
と

同
様
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
か
ら
適
格
請
求
書
を
も
ら
え
な
い
場

合
、
消
費
税
の
納
税
額
が
大
幅
に
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
会
員
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
事
業
者
に
な
っ
て
も
ら
う
、「
配

分
金
」
を
切
り
下
げ
る
、
料
金
を
引
き

る
。

Ｑ　
市
長
と
し
て
、
統
一
協
会
と
の
か
か

わ
り
は
。

Ａ　
旧
統
一
教
会
な
ら
び
に
そ
の
関
連
団

体
と
の
か
か
わ
り
は
、
一
切
な
い
。

Ｑ　
今
後
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
旧
統
一
教
会
や
そ
の
関
連
団
体
に
つ

い
て
は
、そ
の
活
動
の
一
部
に
つ
い
て
、

社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。国
の
動
向
を
注
視
し
、

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
対
応
す
る
。

上
げ
る
、ど
れ
を
と
っ
て
も
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
会
員
に
と
っ
て
、
本

当
に
困
っ
た
こ
と
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
が
。

Ａ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
現

在
も
課
税
事
業
者
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
対
応
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
昨
年

度
か
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
、
会
員
へ
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
求
め
て
い
く
。

旧
統
一
協
会
と
の
か
か
わ
り
は
？

イ
ン
ボ
イ
ス
で
不
利
益
や
廃
業
が
な
い
よ
う
に

門　眞一郎

石井　仁請求書の例

朝日新聞 1月 6 日付報道
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傍聴に関するお願い

議会のインターネット配信

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
傍聴される方はマスクの着用および手指消毒を
お願いします。また、熱のある方、体調のすぐれ
ない方の傍聴はお控えください。
　大変ご迷惑をおかけしますが、みなさまのご
理解とご協力をお願いいたします。

　本会議の録画映像をイン
ターネットで配信していま
す。議会ホームページや、
右の QR コードからぜひご
覧ください。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回 3 月定例会
日 月 火 水 木 金 土
2/19 20 21 22 23 24 25

本会議
（開会）

26 27 28 3/1 2 3 4

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

5 6 7 8 9 10 11

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

12 13 14 15 16 17 18
予算決算

（総務文教
分科会）

・総務文教
常任委員会

予算決算
（厚生分科会）

・厚生
常任委員会

予算決算
（産業建設

分科会）
・産業建設
常任委員会

19 20 21 22 23 24 25

予算決算
常任委員会

本会議
( 閉会）

委員会活動報告委員会活動報告

総務文教常任委員会
● 10月24日　
・学校ＩＣＴ環境の状況について
  　田中小学校および荒川中学校にて、
  　現地視察を行いました。

●１１月１４日　
・学校ＩＣＴ環境の状況について
　　児童・生徒１人１台のタブレット端末を
　　活用した取り組みや課題について、説
　　明を受けました。

・公共施設マネジメント計画について
　　計画策定の経緯や内容、今後の取り組みについて、説明を受けました。

各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関わる
ことについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

本会議の録画映像はこちらから
※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

田中小学校　現地視察
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追 

跡あの質問、どうなったの？の？
ちょっとおしえて！

入札結果の
ホームページでの公開を

指名先も応札金額も
ホームページで公表 ふれあい収集開始！

ごみ出し支援を

答　弁 答　弁

その後 その後

　 入 札 執 行 調 書 は、 窓 口 で の 閲 覧 は できるが、
ホ ー ム ペ ー ジ で は 公 開 さ れ て い な い。 し か
し、長期総合計画では 「市民の知る権利を保障
し、 公正で開かれた市政を実現する」 とある。 
　透明性の確保のため、全ての入札の結果をホー 
ムページで公開すべきでは。

　今、公 表 の定めがある公共 工 事だけでなく、 
任意の公表として業務、物品購入についての情報 
も閲覧できる状況である。
　ホームページでの公表は検討する。現在の閲覧 
内容なども再検証して、掲載方法の検討を行いた 
い。  

　環境省が「高齢者ごみ出し支援ガイドライン」の
策定を予定しているため、早期に実施できるよう取
り組む。

  令和４年度から市のホームページで、全ての入札結
果の公表を行っています。
　入札参加資格のある業者からは「わざわざ市役所
まで行かなくても、また行ってメモを取らなくてもよ
くなったので助かる」との声が届いています。

　令和４年５月２日から生活環境課及び各支所・出
張所で受付を開始し、令和４年７月４日から収集を
開始しており、６４歳から９５歳までの方々が利用し
ています。
※令和４年１２月現在の収集対象件数：２５件

　高齢者などのごみ出し困難家庭へのふれあい収
集の進捗状況は。

上記QRコードで早速アクセスを AED（自動体外式除細動器）設置の収集車
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紀の川市議会ホームページ紀の川市議会ホームページ
http://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/http://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。議会ホームページにアクセスできます。
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平池イルミネーション

石州流初釜

正月あそび凧づくり
　

過
ご
し
や
す
い
秋
が
終
わ
り
、

寒
い
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
は
「
暑
さ
」
と
「
寒
さ
」
ど
ち

ら
が
お
好
き
で
す
か
。
私
は
お
祭

り
事
が
好
き
な
の
で
、
暑
い
夏
が

好
き
で
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
毎
回
、
各
委

員
が
担
当
す
る
記
事
に
関
し
て
、

真
剣
に
悩
み
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
見
や
す
い
・
読
み
や
す
い
紙
面
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
記
事
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
、
少
し
で
も
市
議
会

に
関
心
・
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
新
し
い
議
会
広
報
特
別

委
員
会
と
な
っ
て
早
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
の
様
子
を
限
ら
れ

た
紙
面
で
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
よ
う
と
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
入
れ

る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
委
員
全
員
で
、
市
民
目
線

を
大
切
に
、
手
に
取
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。

（
大
田　

裕
之
）
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